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日
本
医
史
学
会
総
会
で
書
店
の
コ
ー
ナ
ー
へ
行
っ
た
ら
、
ペ
ド
ロ
・
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
弓
①
号
○
Ｆ
四
冒
国
昌
国
碕
○
）
の
著
書
が
あ

（
１
）

っ
た
。
↑
《
閏
禺
自
国
屋
ヨ
ぐ
閂
囲
屋
①
訂
目
＆
冒
邑
四
》
》
（
「
図
説
医
学
の
歴
史
』
）
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
大
判
の
書
籍
が
七
冊

（
２
）

ま
と
ま
っ
た
大
著
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
は
、
以
前
簡
単
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
高
名
な
医
史
学
者
で
あ
る
と
共
に
、

二
十
世
紀
後
半
の
ス
ペ
イ
ン
思
想
界
を
代
表
す
る
碩
学
で
あ
る
。
社
会
的
に
は
、
マ
ド
リ
ッ
ド
大
学
学
長
、
ス
ペ
イ
ン
王
立
言
語
ア
カ
デ
ミ

ー
会
長
な
ど
、
ス
ペ
イ
ン
文
化
界
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
人
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
は
高
名
な
医
史
学
者
で
あ
り
、
著
作
の
い
く
つ
か
は
邦
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
執
筆

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
医
史
学
の
著
作
が
邦
訳
さ
れ
た
の
は
一
冊
だ
け
で
、
し
か
も
絶
版
に
な
っ

（
３
）

て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
清
水
憲
男
氏
の
文
を
引
用
し
な
が
ら
紹
介
し
た
い
。

ス
ペ
イ
ン
人
の
姓
は
、
父
親
の
姓
と
母
親
の
姓
を
英
語
の
色
目
に
あ
た
る
く
ま
た
は
①
で
つ
な
ぐ
の
が
普
通
で
、
通
常
父
親
の
姓
で
呼
ば

れ
る
。
画
家
ゴ
ヤ
の
姓
は
ゴ
ヤ
・
イ
・
ル
シ
エ
ン
テ
ス
で
あ
り
。
哲
学
者
オ
ル
テ
ガ
の
姓
は
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
大
解
剖

一
、
ペ
ド
ロ
・
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
経
歴

医
史
学
者
・
思
想
家
ペ
ド
ロ
・
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ

認
罎
輔
醗
四
式
嬉
籠
平
成
十
五
年
四
月
二
十
三
日
受
付

泉
彪
之
助
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写

十
五
日
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
の
東
北
東
、
テ
ル
エ
ル
（
弓
閏
巨
堅
）
県

ウ
レ
ァ
・
デ
・
ガ
エ
ン
ａ
周
①
釦
号
⑦
鼠
ロ
）
で
生
ま
れ
た
。
マ
ド
リ
ッ
ド
大
学
の
化
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
マ
ド
リ
ッ
ド
大
学
医
学
部
に

（
３
）

進
学
し
、
さ
ら
に
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
、
帰
国
後
、
バ
レ
ン
シ
ア
県
立
精
神
病
院
の
精
神
分
析
医
と
な
っ
た
。

一
九
三
九
年
、
マ
ド
リ
ッ
ド
大
学
で
実
験
心
理
学
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
二
年
、
三
四
歳
で
マ
ド
リ
ッ
ド
大
学
の
医
学
史
正
教

授
資
格
試
験
に
合
格
し
た
。
三
八
歳
、
ス
ペ
イ
ン
王
立
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
四
三
歳
で
マ
ド
リ
ッ
ド
大
学
学
長
に
就
任
し
た
。
一
九
五

四
年
、
ス
ペ
イ
ン
王
立
言
語
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
一
九
六
四
年
、
ス
ペ
イ
ン
王
立
史
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
一
九
七
八
年
、
医
史
学
正
教
授

（
３
）

を
引
退
。
一
九
八
二
年
、
ス
ペ
イ
ン
王
立
言
語
ア
カ
デ
ミ
ー
会
長
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
の
経
歴
は
、
資
料
を
持
っ
て
い
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
な
輝
か
し
い
経
歴
の
基
礎
に
は
、
優
れ
た
学
問
的
業
績
が
あ
る
。
彼
の
著
述
は
多
く
、
業
績
目
録
も
入
手
し
て
い
な
い

藤

二
、
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
業
績

驚議
蕊轤

騨f田．f

金､,frq

ざ"､F,常

蔑署．
冒奇

①f

壷
脅

､
識ざ

認
霧

…

r

ゴ
学
者
ラ
モ
ニ
・
カ
ハ
ー
ル
（
留
邑
画
凋
○
罰
四
日
○
国
昌
○
幽
芭
）
も
、
ラ
モ
ン
が

ルラ
父
親
の
姓
、
カ
ハ
ー
ル
が
母
親
の
姓
だ
が
、
ラ
モ
ン
が
よ
く
あ
る
名
前
な
の

トン
で
、
し
ば
し
ば
母
親
の
姓
で
呼
ば
れ
る
。
『
脳
の
探
求
者
ラ
モ
ニ
・
カ
ハ
ー

エ
用

・
引
ル
』
の
著
者
萬
年
甫
氏
は
、
母
親
の
姓
で
あ
る
こ
と
を
断
り
な
が
ら
、
慣
習

ン
リ
（
４
）

ィ
ょ
に
従
っ
て
カ
ハ
ー
ル
と
呼
ぶ
と
し
て
い
る
。

一
フ
、
ノ

・
皿
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
も
、
ペ
ド
ロ
が
名
、
ラ
イ
ン
が
父
親
の
姓
、
エ

ロ
／
Ｉ

ド
献
ン
ト
ラ
ル
ゴ
が
母
親
の
姓
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
母
親
の
姓
が
エ
で
始

ぺ
文

ま
っ
て
い
る
た
め
、
イ
ま
た
は
エ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

１真
ペ
ド
ロ
・
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
（
写
真
１
）
は
、
一
九
○
八
年
二
月
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（
７
）

八
九
八
年
の
世
代
」
、

邦
訳
さ
れ
て
お
り
、
｝

と
い
う
著
述
も
あ
る
。

（
二
）
に
つ
い
て
清
水
氏
は
、
↑
白
四
四
具
巳
（
）
ｇ
一
個
冨
呂
毎
号
国
鳥
卑
昌
Ｆ
ｐ
尉
号
⑦
国
目
烏
雪
》
今
フ
ラ
イ
・
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ

（
８
）

ダ
の
作
品
に
お
け
る
人
間
学
』
）
（
注
・
フ
ラ
イ
・
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
は
、
十
六
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
神
秘
主
義
詩
人
）
、
《
《
園
①
ｇ
の
国
竜

菌
①
ｇ
①
国
己
国
四
》
》
（
『
期
待
と
希
望
」
）
、
《
《
弓
①
○
国
四
宮
３
画
目
且
号
一
○
可
○
〉
》
（
『
他
者
の
理
論
と
現
実
壱
、
の
○
頁
①
毎
画
目
の
国
亀
．
弓
友
情
に

ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
特
色
は
、
医
史
学
者
で
あ
る
と
共
に
、
思
想
家
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
著
書
訳
者
の
一
人
佐
々
木
孝
氏
は
、

（
９
）

「
二
十
世
紀
後
半
の
ス
ペ
イ
ン
思
想
界
を
代
表
す
る
」
、
あ
る
い
は
「
オ
ル
テ
ガ
な
き
あ
と
の
ス
ペ
イ
ン
知
性
界
を
ア
ラ
ン
グ
ー
レ
ン
、
ブ
リ

（
３
）

ア
ン
・
マ
リ
ァ
ス
な
ど
と
共
に
常
に
リ
ー
ド
し
て
き
た
人
」
と
し
て
い
る
。

（
一
）
の
医
史
学
の
業
績
は
多
数
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
清
水
氏
に
よ
れ
ば
、
医
史
学
に
お
け
る
最
初
の
著

述
は
《
《
冨
①
ｓ
ｏ
旨
四
①
三
鴛
○
１
画
》
》
（
『
医
学
と
歴
史
」
）
、
一
九
四
一
、
で
あ
る
と
い
う
。
ラ
モ
ニ
・
カ
ハ
ー
ル
の
伝
記
も
、
少
な
く
と
も
二
冊

（
字
。
）
（
《
ｂ
）

あ
る
。
ま
た
（
一
）
に
分
類
す
べ
き
か
（
二
）
に
分
類
す
べ
き
か
分
か
ら
な
い
が
、
倉
シ
貝
○
さ
ｇ
さ
四
四
【
愚
島
８
葛
（
「
医
学
的
人
間
論
』
）
と

の
で
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
主
と
し
て
清
水
氏
に
従
っ
て
、
業
績
の
概
要
を
の
べ
た
い
。

つ
い
て
こ
を
挙
げ
て
い
る
。

（
庁
Ｉ
）

い
う
著
書
も
あ
る
。

（
三
）
の
ス
ペ
イ
ン
論
で
は
、
代
表
作
は
《
《
屈
鴨
ロ
①
国
Ｑ
９
号
』
ロ
○
ぐ
①
回
国
冒
○
８
（
）
》
》
（
「
九
十
八
年
世
代
』
、
邦
訳
題
名
『
ス
ペ
イ
ン
一

（
７
）

九
八
年
の
世
代
」
、
後
述
）
で
あ
る
。
ま
た
《
両
の
冒
冒
８
目
○
頁
○
こ
の
日
興
》
（
「
問
題
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
」
、
後
述
）
も
短
い
文
章
だ
が

訳
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
章
を
含
ん
だ
同
名
の
大
著
も
あ
る
と
い
う
。
《
饒
呂
図
毎
日
四
日
○
の
屏
息
目
》
、
弓
何
を
ス
ペ
イ
ン
と
呼
ぶ
か
』
）

（
三
）
ス
ペ
イ
ン
藝
祁

（
一
）
医
史
学
の
業
績

（
二
）
人
間
学
（
清
水
氏
は
、
崖
昌
○
頁
〕
巳
（
）
廻
国
を
内
容
か
ら
こ
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
）
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ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
著
書
は
、
『
医
者
と
患
者
」
（
英
訳
よ
り
重
訳
、
絶
版
）
、
『
ス
ペ
イ
ン
一
八
九
八
年
の
世
代
」
、
「
問
題
と
し
て

（
Ⅲ
）
（
Ⅲ
）

の
ス
ペ
イ
ン
」
（
「
ス
ペ
イ
ン
の
理
念
』
掲
載
）
の
三
冊
が
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
吃
）

私
が
持
っ
て
い
る
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
著
書
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
た
《
《
円
の
８
国
四
号
毎
日
①
島
、
自
画
署
（
「
医
学
の
歴
史
』
）

（
写
真
２
）
と
、
邦
訳
さ
れ
た
『
ス
ペ
イ
ン
一
八
九
八
年
の
世
代
』
、
「
ス
ペ
イ
ン
の
理
念
』
の
三
冊
で
あ
る
。

『
医
学
の
歴
史
」
は
、
ま
だ
著
者
の
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
大
書
店
カ
サ
・
デ
・
リ
ブ
ロ

の
医
史
学
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
ス
ペ
イ
ン
医
史
学
の
概
要
を
知
り
た
い
と
選
ん
だ
。
Ａ
五
判
、
本
文
七
二
二
頁
の
書
物
で
あ
る
。

私
が
入
手
し
た
の
は
一
九
九
四
年
版
だ
が
、
初
版
は
一
九
七
八
年
で
、
十
回
再
版
さ
れ
て
い
る
。
広
く
読
ま
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
分

１
１

三
、
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
著
書
二
、
三
の
解
説

職鐡鯲ia
dgia
medicima

RLainEntralgO

撫司計コヨ■
唾鱒麟韓一蝉蝉典V輔
■■■■■■r4鞠心で■

露盤
住 11

…壁－－ﾉ‘繍
罷謡I'皇旦巳
薦蕪襲iL必■■■

屋圏『
症j■

’1『｛サ’’’'1「■■■■■■
舞鷹磨琶轟矼j［IIII「~|…I
塞肇垂■轡〆気■■■■■
塞薦寄一■■弓■■画

鵡A鑑●村一SAI郷r溌鰄癖“

写真2ペドロ・ライン

「医学の歴史」

か
ろ
う
。
欧
米
の
医
史
学
書
で
は
、
⑦
冑
国
ｇ
口
や
ｇ
豊
哩
旨
昌
の
も

ゴル
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と

ラト

思
う
の
で
、
目
次
の
概
要
を
記
載
し
て
紹
介
し
た
い
。
序
文
・
結
語
や
、

ンエ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
下
の
章
は
省
略
し
た
。
目
次
の
丸
括
弧
と
そ
の
中
は
、

原
著
者
の
記
載
で
あ
る
。

［
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
『
医
学
の
歴
史
」
の
内
容
］

第
一
部
技
術
前
期
の
医
学

第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
原
始
病
理
学
と
原
始
医
学

第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
絶
滅
し
た
古
代
文
化

第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
存
続
し
た
古
代
文
化
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第
二
部
ギ
リ
シ
ャ
の
医
学
と
《
も
ご
爵
ご
（
古
典
古
代
）

第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
ギ
リ
シ
ャ
医
学
の
起
源

第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
古
典
古
代
の
医
学
知
識

第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
古
典
古
代
の
医
学
実
践

第
三
部
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
、
一
神
教
お
よ
び
領
主
制
社
会
（
中
世
）

第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
古
代
世
界
の
衰
退
と
滅
亡

第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
ビ
ザ
ン
チ
ン
医
学

第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
ア
ラ
ブ
医
学

第
四
セ
ク
シ
ョ
ン
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学

第
四
部
機
械
論
、
生
気
論
、
経
験
論
（
十
五
世
紀
’
十
八
世
紀
）

第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
宇
宙
の
機
械
論
的
見
方

第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
宇
宙
の
汎
神
論
的
見
方

第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
合
理
主
義
的
経
験
論

第
四
セ
ク
シ
ョ
ン
合
意
と
統
合

第
五
セ
ク
シ
ョ
ン
医
学
の
実
践

第
五
部
進
化
論
、
実
証
主
義
、
折
衷
主
義
（
十
九
世
紀
）

第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
宇
宙
の
科
学
的
認
識
と
技
術
的
支
配

第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
人
間
の
科
学
的
認
識

第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
環
境
の
科
学
的
認
識
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（
７
）

『
ス
ペ
イ
ン
一
八
九
八
年
の
世
代
」
は
、
ま
ず
「
一
八
九
八
年
の
世
代
」
と
は
何
か
を
説
明
し
た
い
。
こ
の
年
、
ス
ペ
イ
ン
は
米
西
戦
争
に

敗
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
キ
ュ
ー
バ
な
ど
の
海
外
植
民
地
を
失
っ
た
。
そ
れ
は
単
に
戦
争
に
敗
北
し
た
だ
け
で
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
自
身
の
精
神

的
、
政
治
的
退
廃
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
知
識
人
た
ち
、
ウ
ナ
ム
ノ
、
ア
ソ
リ
ン
、
バ
ロ
ッ
ハ
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ

チ
ャ
ド
、
イ
ン
ク
ラ
ン
、
ガ
ニ
ベ
ッ
ト
、
マ
エ
ス
ト
ウ
ら
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
で
あ

（
脇
）る

。
私
は
詩
人
ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
チ
ャ
ド
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
彼
の
詳
し
い
経
歴
を
知
り
た
い
と
こ
の
害
を
入
手
し
た
が
、
歴
史

書
で
な
く
、
む
し
ろ
思
想
言
で
、
そ
の
点
は
期
待
に
反
し
た
。

『
ス
ペ
イ
ン
の
理
念
』
は
、
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
「
問
題
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
」
の
他
に
、
メ
ネ
ン
デ
ス
・
ピ
ダ
ル
「
二
つ
の
ス
ペ

イ
ン
」
、
ガ
ニ
ベ
（
ガ
ニ
ベ
ッ
ト
）
「
ス
ペ
イ
ン
の
理
念
」
、
「
ス
ペ
イ
ン
の
未
来
」
を
集
め
た
書
物
で
あ
る
。

ラ
イ
ン

れ
よ
う
。

私
が
、
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
を
紹
介
し
た
い
と
思
っ
た
の
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

四
、
終
わ
り
に

第
四
セ
ク
シ
ョ
ン
医
学
の
実
践

第
六
部
現
代
の
医
学
、
影
響
力
と
困
惑
（
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
）

第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
宇
宙
の
科
学
的
認
識
と
技
術
的
支
配

第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
人
間
の
科
学
的
認
識

第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
環
境
の
科
学
的
認
識

第
四
セ
ク
シ
ョ
ン
医
学
の
実
践

ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
医
史
学
に
お
け
る
関
心
が
、
史
実
だ
け
で
な
く
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
医
学
思
想
に
も
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
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萬
年
甫
氏
は
、
ラ
モ
ニ
・
カ
ハ
ー
ル
が
神
経
解
剖
学
の
領
域
で
画
期
的
業
績
を
上
げ
な
が
ら
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
論
文
を
書
い
て
い
た
た
め

（
４
）

に
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
学
界
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
「
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
向
こ
う
は
ア
フ
リ
カ
だ
」
と
い
う
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

言
葉
の
よ
う
に
、
か
っ
て
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
は
ス
ペ
イ
ン
が
低
く
見
ら
れ
、
そ
の
文
化
も
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
医
学
史
上
も
、
イ
ス
ラ
ム
・

ス
ペ
イ
ン
の
時
代
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
。
名
を
知
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン
人
の
医
学
者
と
い
う
と
、
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
と
ラ

モ
ニ
・
カ
ハ
ー
ル
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
評
価
と
い
う
前
に
、
医
学
・
医
史
学
の
ス
ペ
イ
ン
語
文
献
を
入
手
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
。
私
が
以
前
、
神
経
内
科
医
の

（
Ｍ
）

同
僚
と
一
緒
に
、
神
経
内
科
学
の
古
典
的
論
文
を
ス
ペ
イ
ン
語
か
ら
訳
し
た
と
き
、
日
本
の
医
学
図
書
館
に
は
原
文
が
な
く
、
英
国
の
関
係

（
リ
》
）

機
関
の
好
意
で
よ
う
や
く
入
手
で
き
た
。
ま
た
新
大
陸
か
ら
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
の
キ
ナ
樹
皮
の
渡
来
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
き
、
ス
ペ
イ
ン
語

で
書
か
れ
た
多
く
の
研
究
が
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
時
代
は
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
理
解
す
る
人
は
少
な
く
な
い
（
ス
ペ
イ
ン
系
文
化
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
）
。
日
本
で
も
、
私
が
昔
ス
ペ
イ
ン
語
を
か
じ
り
始
め
た
こ
ろ
に
比
べ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
学
習
機
会
も

学
習
人
口
も
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
わ
が
国
で
、
ス
ペ
イ
ン
・
中
南
米
に
つ
い
て
の
一
般
史
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
出
版
も
盛
ん
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
応
じ
て
、
医
史
学
も
視
野
を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
が
医
史
学
者
で
あ
る
と
共
に
、
指
導
的
な
知
識
人
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

医
史
学
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
マ
イ
ナ
ー
な
学
問
と
さ
れ
、
社
会
的
評
価
も
必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
中
で
、
ラ
イ
ン
・
エ
ン

ト
ラ
ル
ゴ
は
、
医
史
学
者
で
あ
り
な
が
ら
ス
ペ
イ
ン
思
想
界
の
代
表
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
、
日
本
の
医
史
学
研
究
者
に
も
ぜ
ひ
知

っ
て
欲
し
か
っ
た
。
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一
ハ

（
８
）

（
９
）

（
肋
）

（
皿
）

（
吃
）

（
昭
）

（
皿
）

（
３
）
清
水
憲
男
「
ユ
マ
ニ
ス
ト
門
卸
冒
両
昌
国
億
○
と
い
う
人
」
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
・
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
テ
キ
ス
ト
」
、
一
九
八
三
年
四
月
号

（
４
）
萬
年
甫
『
脳
の
探
求
者
ラ
モ
ニ
・
カ
ハ
ー
ル
」
中
公
新
書
、
一
九
九
一

（
５
）
耐
画
冒
両
目
国
億
○
》
も
．
】
シ
弓
閏
月
９
口
．
シ
，
”
の
四
三
国
”
○
詞
四
ョ
（
）
ロ
］
○
巴
巴
》
（
「
サ
ン
チ
ア
ゴ
・
ラ
モ
ニ
・
カ
ハ
ー
ル
」
）
Ｆ
号
胃
ゞ
、
閏
８
さ
己
幽

（
出
版
年
不
明
）
（
文
献
（
４
）
よ
り
引
用
）

（
６
）
門
口
冒
両
昌
国
両
○
》
詞
昌
目
①
具
○
コ
．
シ
。
“
ｚ
巨
朋
曾
○
（
詞
四
日
ｇ
〕
ご
○
昌
里
》
今
わ
れ
わ
れ
の
カ
ハ
ー
ル
」
）
冨
且
時
丘
〕
己
電

（
７
）
Ｐ
・
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
著
、
森
西
路
代
・
村
山
光
子
・
佐
々
木
孝
訳
『
ス
ペ
イ
ン
一
八
九
八
年
の
世
代
」
、
れ
ん
が
書
房
新
社
、
一
九
八

九
七

（
３
）
清

（
４
）
萬

（
５
）
㈲

（
１
）
旨
冒
閃
昌
国
痘
○
》
詞
軸
閉
の
８
１
画
匡
昌
ぐ
①
尉
巴
号
菌
ョ
＆
目
目
今
図
説
医
学
の
歴
史
」
）
》
団
胃
吊
さ
息
》
己
忌
ｌ
計

（
２
）
泉
彪
之
助
「
キ
ナ
樹
皮
渡
来
の
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
、
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
説
と
イ
エ
ズ
ス
会
説
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
三
巻
二
号
、
一
九

参
考
文
献

）
佐
竹
謙
一
『
浮
気
な
国
王
フ
エ
リ
ペ
四
世
の
宮
廷
生
活
」
、
二
八
二
頁
、
岩
波
書
店
、
二
○
○
三

）
林
屋
永
吉
ほ
か
著
「
ス
ペ
イ
ン
黄
金
時
代
』
、
二
三
四
頁
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
二

）
メ
ネ
ン
デ
ス
・
ピ
ダ
ル
、
ガ
ニ
ベ
ー
、
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
著
、
橋
本
一
郎
／
西
澤
龍
生
訳
『
ス
ペ
イ
ン
の
理
念
」
、
新
泉
社
、
一
九
九
一

）
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
編
集
部
編
「
西
洋
人
著
者
名
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典
１
、
Ａ
ｌ
Ｋ
」
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
株
式
会
社
、
一
九
九
九

）
Ｆ
四
冒
同
具
国
億
○
》
勺
．
叩
円
輿
日
圃
号
匿
日
呂
目
『
国
（
「
医
学
の
歴
史
』
）
、
両
ｅ
Ｑ
ｐ
ｇ
隅
Ｑ
２
画
胃
四
の
冒
目
胃
昌
８
ｍ
〕
い
シ
・
・
》
国
胃
８
さ
目
》
己
置

）
渡
辺
修
『
オ
ル
テ
ガ
」
、
二
七
’
三
九
頁
、
清
水
書
院
、
一
九
九
六

）
旨
百
戸
○
宮
（
岳
易
）
著
、
泉
彪
之
助
・
藤
田
長
久
訳
「
視
床
下
核
へ
の
出
血
に
よ
る
交
叉
性
舞
踏
病
様
片
側
バ
リ
ズ
ム
」
「
神
経
内
科
」
一

二
巻
一
号
、
九
○
’
九
五
頁
、
一
九
八
○

（
介
護
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里
）


